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授業改善の重点

学校経営方針（学力向上に関わる要点）

問題解決の過程において、理解への見通しをもた
せ、観察や実験を通して、自然事象を比較・分類・
関連付けながら考えをすすめ、自分のもっている
自然概念を再構築させていく。

自分や友達の動きを比較したり関連付けたりしながら
よりよい動きや表したい感じを判断し表現することを通
して技能を身に付けたり、運動に親しんだりする。

・比較したり分類したり関連付けたりする場面（思考のすべ）を日常の授業の中に設定し、細切れではなくネットワーク化させて習得させることで、
活用できる生きた知識・技能として身に付けさせる。
・問題解決や目標実現活動を設定し、身に付けた知識・技能を活用しながら、目当てをもって取り組み、達成することを通して、思考力・判断力・
表現力を伸長させる。
・問題解決や目標実現活動の事前・遂行段階・事後にメタ認知させることで、自らの学習状況を把握し、調整しながらよりよく目標を達成する経
験を積ませ、主体的に学ぶ力を涵養する。

「思考のすべ」「メタ認知」を教科等横断的に学習活動に位置付け、学習指導要領の三つの資質・能力を育成する。
・知識及び技能をネットワーク化させながら、確実に習得させる。
・問題解決活動及び目標実現活動を通して、思考力・判断力・表現力等を育成する。
・学習の過程をメタ認知することで、自らの学習状況を把握し、調整しながらよりよく目標を達成する態度と方法を身に付
け、学びに向かう力・人間性等を涵養する。
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生活科

音楽科国語科

児童が豊かに音楽と関わり、表したい音楽を表現
するために必要な技能を身に付けていく授業過
程を大切にする。学習のつながり・他者とのつな
がりを組み入れた授業を展開し、やがて社会や
生活や人生に生かされる音楽科の授業を目指
す。

「自分の考えを適切に伝える」という課題を解
決する過程において、方略を活用し、言葉を
手がかりに考えを形成し、相手に伝えることが
できるようにする。

社会科 図工科

衣食住などの自分の生活における課題を生活と
関連付けながらつかみ、比較実験や調べる活
動、実習などを通して追究し、日常生活で活用で
きる能力・態度を養う。

理科 体育科

ICT機器の活用

・スプレットシートなどを使い、児童の考えを交流さ
せることで、自分の考えを確かなものにしたり、新
たな考えに気付くように授業を展開する。

・ノートを使う場面とクロムブックを使う場面を教師
が的確に判断し、授業を展開する。また、児童の
学習状況に応じて、適宜クロムブックを活用し、児
童が主体的に学ぶことができるように指導をしてい
く。

見通しをもたせる導入 振り返りの設定

単元全体または一単位時間を、山に見立て、児童
自身が今どの段階にいるのか、解決すべき課題
（目標）は何か、どのように課題を達成できるのか、
どのように学習を進めていくかなどを明確に示す。

・課題解決の途中の場面で、学習の進め方を振り
返る場面を設定し、学習の進め方があっているか
を確かめたり、修正したりする。

・単元の終わりには、課題解決ができたか、学習
の進め方はあっていたか等を振り返り、次の学び
につなげていく。
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特別の教科 道徳の
指導の重点

総合的な学習の
時間の指導の重点

外国語活動（３・４
年）の指導の重点

問題解決の過程で、様々な情報や体験を比
較・分類・関連付けながら、学び方やものの考
え方を身に付け、主体的・創造的・協働的に
問題を解決する能力を育成し、さらに学んだこ
とから自己の生き方を考えることができるように
する。

外国語科（５・６年生）

体験的な活動を通して、言語や文化への理解を
深めていく。また、日本語と外国語を比較しなが
ら違いに気付かせ、基本的な表現に親しませ、
児童が積極的にミュニケーションを図ることのでき
る力を身に付けていく。

算数科 家庭科

問題解決の過程で、社会的事象を比較・分
類・関連付けながら社会的な見方や考え方
を構築する。また、社会的事象に対する自
分の概念を形成し、自分なりの評価や判断
をすることで、今後の自分と社会との関わ
り方を考える。

造形的な視点を比較・分類・関連付けながら
自分の感覚や行為を通して理解し、主体的に
表現を工夫していけるようにする。また、他
者の表現や考えを認め尊重し、生活や社会の
中で豊かに形や色などと関わっていけるよう
にする。

地域・自然・人とのか
かわりなど、実社会・
実生活の中から課題
を見出し、体験的・
主体的・協働的に探
究する学習を通し
て、問題解決の力と
学び合いのスキルを
身に付けさせる。ま
た、探究的な学習の
過程で、コンピュー
タや情報通信ネット
ワークなどを適切か
つ効果的に活用で
きる環境を整える。

教科書を中心に指
導計画を立て、授業
の中で議論する時
間を意識的に取り入
れ、自己の生活と関
連付けながら、自尊
感情を育み自他の
生命を尊重する態度
を養うとともに、人権
意識や規範意識、公
共心を育てる。

学級活動、委員会活
動、クラブ活動、縦
割り班活動や誕生
会会食などの異学
年交流など自主的・
実践的な集団活動
を通して、人間関係
をよりよく形成する
力を身に付けるとと
もに、自己の生き方
についての考えを深
め、自己実現を図ろ
うとする態度や社会
への参画意識を養
う。

英語推進教員を中
心にＡＬＴとの連携
型・担任単独型両方
の指導の充実を図
ることを通して、児童
のコミュニケーション
能力の向上を図り、
国際社会を積極的
に生きていく力や外
国語で交流を図ろう
とする態度を育て
る。

問題解決の過程で、既習事項と比較したり、
多様な考えを分類したり、数学的な表現の方
法を関連付けて考えたりすることで、課題の発
見、筋道の通った解決、自己の考えの洗練に
つなげる。


